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成果の出る英語学習プロセスとは？
~ビジネス英語習得施策ディスカッション資料~
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Point① ビジネスで求められる英語のレベルとは？

Point② ビジネス英語施策において、よくお伺いする声

Point③ ビジネス英語学習の構造

本資料の構成

 本資料は下記の構成になっております。

Point④ 効果的な学習プロセスを回すために最適なソリューションとは？
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ビジネスで求められる英語のレベルとは？1/2

 下記はグローバル人材育成の戦略的目的の例である

・専門性の高い分野の技術伝承

・専門性の高いポジションの穴埋め

・マネジメント能力の開発

・海外現地法人の統制と調整を行い、会社の文化を浸透させる

グローバル人材育成という文脈から考えると、ビジネス英語施策においては、
伝えたい情報を漏れなく論理的に伝えることが出来る人材を育成することが求められることが想定される

参考: Maike Andresen, Christian Nowak “Human Resource Management Practices: Assessing Added Value(2014)”

グローバル人材育成の戦略的目的
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ビジネスで求められる英語のレベルとは？2/2
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参考: Martin Joos “The Five Clocks(1962)”

 Martin Joosによると、言語の表現の堅さには大きく５段階ある

Frozen

Formal

Consultative

Casual

Intimate

詩や祈祷で使われる文体などで活用されるスタイル
言葉が変化することがない

初対面の人と話す際やスピーチなどの場面で使われる、一貫性があって論理的なスタイル
はっきりとした発音で、省略なく話すことが求められ、伝える内容の意図をはっきりさせる必要がある

背景の情報を相互にやりとりしながら、情報を伝える必要がある状況で使われるスタイル
正しい文法を使って、はっきりした発音で話すことが求めれる

内輪でのやりとりの際に使われるスタイル
背景情報のやりとりはほとんど行われず、省略やスラングを使うことが許される

限定された個人間での会話で使われるスタイル
限定された個人の間でのみ通じる言葉を使用したり、言葉の省略を行って周囲を困惑させる

砕
け
た
表
現

形
式
的
な
表
現

グローバル人材育成という文脈から考えると、
FormalとConsultativeのレベルをゴールとして、英語施策を実施することが望ましい
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ビジネス英語施策においてよくお伺いする声
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成果の出ない英語学習は共通して”学習プロセス”に問題がある

TOEICの対策施策を行って、
スコアが上がっても、

英語が使える人材プールが増えない

skype英会話を実施しても、
ただレッスンをこなすだけで、
成果との繋がりが不明瞭

シチュエーション別
フレーズ暗記中心の英会話研修を

実施しているが、現場で応用が利かない
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ビジネス英語学習の構造1/3
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学習要因

学習プロセス

表出
スキル

成果 目
に
見
え
る
部
分

目
に
見
え
な
い
部
分

ポイント

何のためにどの能力をどの程度まで上げるか
ということを決めて、施策を行う必要がある

英語はどのようなプロセスで

習得されるのかを踏まえたうえで、

施策を行う必要がある

受講生それぞれの特性に合わせて、

施策を行う必要がある

表出
スキル

学習プロセスと学習要因を踏まえて、施策を行うことが重要である
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ビジネス英語学習の構造2/3

参考：村野井仁 第二言語習得研究から見た効果的な英語学習法・指導法
参考：山崎朝子 学習者論 ―学習者の個人差と第２言語学習―

学
習
要
因

インプット

仮説構築

仮説検証

アウトプットによる定着

学
習
プ
ロ
セ
ス

年齢 年齢によって学習速度が変わる

知力 抽象化能力などが相関あり

言語適性 文法への適正など、才能に近い

学習スタイル 認知スタイルに基づく学習のクセ

性格 共感性、失敗を恐れない果敢性

動機付け 英語を学習する理由があるか否かが重要

学習方略 計画をたてる、復習をするなど学習のやり方

学習経験 これまでの人生でどのような学習をしてきたか

内的要因 外的要因

表
出
ス
キ
ル

表出スキル向上のための施策立案の際には、学習要因（主に外的要因）を考慮した全体設計にしたうえで、

個別での最適な学習プロセスを構築することが重要である

聞く

話す

読む

書く
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ビジネス英語学習の構造3/3
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インプット

仮説構築

仮説検証

アウトプット

学
習
プ
ロ
セ
ス

アウトプットを繰り返し、知識を定着させる

検証された仮説を、自らの言語体系に取り込む

インプットしたものが、どんな場面でどのように使う表現なのかの仮説をたてる

言語の形式だけでなく、使われ方や意味にも注目し、音とセットでインプットを行う

インプット

仮説構築

仮説検証

アウトプット



Copyright © Alue Co., Ltd. All rights reserved.

学習プロセスが守られている例(1/2)
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They were taken care of 
by your father yesterday.
（彼らはあなたの父親に昨日、世
話をされた。）

「～される」と言いたい時は
、 「Be動詞＋過去分詞」
を使えば良さそうだ。

英語のインプット

英語のルールの仮説をたてる

仮説を検証する

「その机は父によって作られ
た。」と言いたいときは”The 
desk was made by 
my father.”だ。

よし、あとはたくさん繰り返し
て、練習をするぞ！

繰り返しアウトプットして定着させる

インプット

仮説構築

仮説検証

アウトプット
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学習プロセスが守られている例(2/2)
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We were surprised at his 
behavior.（私たちは彼の振る舞
いに驚いた。）

あれ、「～される」と訳してい
ないのに、「Be動詞＋過去
分詞」が使われているぞ。

新たな英語のインプット

英語のルールの仮説を新たにたてる

新たな仮説を検証する

よし、あとはたくさん繰り返し
て、練習をするぞ！

繰り返しアウトプットして定着させる

「～される」と訳さない場合でも
、感情を表す動詞を使う文で
あれば「Be＋過去分詞」を使
いそうだ。

Ken is satisfied with the 
result.（ケンはその結果に満
足している）

「彼女はその結果に失望した」と言
いたいときは“She was 
disappointed at the result.”
だ。

インプット

仮説構築

仮説検証

アウトプット



Copyright © Alue Co., Ltd. All rights reserved.

学習プロセスが守られていない例
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The re-emergence of Zika virus (ZIKV) and 

its suspected link with various disorders in 

newborns and adults led the WHO to 

declare a global health emergency.

難しすぎる・・・

とりあえず、丸暗記だけして英語の
音声を聞き流そう

理解不能な英語のインプット

英語のルールの仮説をたてない

仮説を検証しないままにする

合っている自信のないアウトプットを誰
かに見てもらうのは恥ずかしい。誰の
添削も受けないままでいよう。

自分の話せるパターンが増えて
いる実感がわかない。
もう面倒だ。

繰り返しアウトプットしない

そもそも近くに自分の英文を添
削してくれる人がいないし

インプット

仮説構築

仮説検証

アウトプット
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アルーが提案する学習プロセス(1/2)
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Speaking強化ステージ

Listening強化ステージ

Grammar強化ステージ

Vocabulary強化ステージ

Logical Speaking強化ステージ

Assertiveness強化ステージ

Active Listening強化ステージ

Relationship Building強化ステージ

Management Communication
強化ステージ

Storytelling強化ステージ

Negotiation強化ステージ

Facilitation強化ステージ

ビジネスシチュエーション別
総合演習

E D C B A

E D C B A

E D C B A

E D C B A

E D C B A

E D C B A

E D C B A

E D C B A

E D C B A

E D C B A

E D C B A

E D C B A

Basic～Advanced

ALUGOステージ名 難易度

弊社独自のアセスメントを実施し、受講生の現状のレベルに合わせたカリキュラムを構築する
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アルーが提案する学習プロセス(2/2)
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インプット

仮説構築

仮説検証

アウトプット

適切な学習プロセスをレッスンの仕組みで担保し、確実に表出スキルにつなげる

確実に理解できるＩＮＰＵＴ
自分のレベルにあったカリキュラムだから、
”外国人講師が何を言っているのかわか
らない”という状況が起こらない。
トレーニングを受けたコーチがレッスンを
実施するため”カジュアル英語”ではなく“
正しいビジネス英語”が身に付く

仮説構築のためのレッスン内容の可視
化
前回のレッスンで現在進行形を学んだ。
今日は自己紹介で「I’m belonging 
to ALUE」と使ってみよう

構築した仮説をレッスンで検証
現在進行形は一時的な状況を表す再
にしか使わないらしい。
だから”I am belonging to ALUE.”
ではなく、”I belong to ALUE.”と言う
のが正しいんだな。

繰り返しのアウトプットにより、定着
どんなに忙しくても、レッスンを受けやすい
環境が確保されている。さっき学んだ現
在進行形の原理原則を意識して、もう
少し練習してみよう。
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お問合せは
03-6268-9791

営業企画部 宿院祐輔（しゅくいん ゆうすけ）まで
よろしくお願いいたします。


